
ルクセンブルク経済・金融情勢（２０１３年５月後半）

１．経済

●楽天（ヨーロッパ本社が当国に所在）、Yapital社（当国に所在する電子決済

サービス提供会社）と戦略的提携を締結。（１６日付ペーパージャム誌電子版）

●当国に本社を置くＲＴＬグループ、欧州における広告市場の不振にも拘わら

ず、２０１３年第一四半期の純利益は１億３３００万ユーロで、前年同四半期

比１８．７％増加。右は主に、独での好調な結果のためである。（１７日付ル・

コティディアン紙）

●ＳＥＳ社、２０１３年第一四半期の純利益は１億４１５０万ユーロ（前年同

四半期比▲６．４％）で、同収益は４億４０８０万ユーロ（前年同四半期比▲

２．１％）。第２四半期には収益は増加する予定であるとのこと。（１８日付

及び２８日付ヴォルト紙）

●４月の失業率は６．７％（３月は６．６％で、２０１２年４月は６．０％）。

（２７日付統計局プレスリリース）

●Ｅｎｏｖｏｓルクセンブルク社、２４日に仏ロレーヌ地方のスイイ（Souilly）

に風力発電所を開設。同社の仏における風力発電所は二カ所目になる。（２８

日付ヴォルト紙）

●スイスの国際経営開発研究所（ＩＭＤ：International Institute for 

Management Development）が発行する世界競争力年鑑において、当国の総合順

位は１３位であった（昨年１２位）。（３０日付ヴォルト紙電子版）

●当国ルクスエアーグループ、２０１２年は１８００万ユーロの営業損失を計

上（２０１１年は同２００万ユーロ）。右は、ルクスエアー社の損失、ルクス

エアーツアーズ社の収益性の悪化及びルクスエアーカーゴ社の赤字などに起因

する。（３０日付ルクスエアーグループ、プレスリリース）

●５月の消費者信頼感指数は▲９（４月は▲６）。同指数が前月比で後退した

のは、２０１２年の１０月以来である。（３０日付中央銀行プレスリリース）

２．金融

●当国政府、ＦＡＴＣＡ（米国外国口座税務コンプライアンス法）のモデルＩ

を採用すると２１日に発表。（２１日付政府公報）

●２０１３年第一四半期の保険セクターの保険料収入は、前年同四半期比１６．

７１％増加。（２２日付統計局プレスリリース）

●ルクセンブルク中央銀行、２０１２年末時点の資産高は１２００億ユーロ（２

０１１年末は１２７０億ユーロ）、２０１２年の純利益は１８０万ユーロであ

った（２０１１年は１００万ユーロ）。（２３日付ヴォルト紙）



●当国所在のドイツ系プライベートバンクであるSal.Oppenheim（ドイツ銀行グ

ループ）、２０１４年末までに３３０のポストを削減すると２８日に発表。（２

９日付ル・コティディアン紙）

●中国工商銀行の姜建清（Jiang Jianqing）頭取、ルクセンブルク中央銀行を

２８日に往訪し、ガストン・ライネシュ総裁と会談。（２８日付中央銀行プレ

スリリース）

３．政府

●フリーデン財務相、１５日にＡＬＦＩ（ルクセンブルク・ファンド協会）主

催の責任ある投資(Investissements responsables)についての年次会議にて講

演。（１５日付政府公報）

●ヴィズラー・インフラ相、１６日に北京にて中国運輸相と会談し、物流分野

での二国間協力強化につき協議。今回の訪中にはカーゴルクス社、ルクスエア

ーカーゴ社及びルクセンブルク空港の代表者も同行した。（１６日政府公報）

●フリーデン通信・メディア相、１９日にカンヌ国際映画祭の枠組みにて企画

された「ルクセンブルク・デー」に出席し、映画制作者や監督と対談。（１７

日付政府公報）

●フリーデン財務相、当国金融センターのプロモーションのために、２２日か

ら２３日にかけてストックホルム及びオスロを訪問。（２１日付政府公報）

●フリーデン財務相、２８日にブリュッセルにて、電子決済サービスを提供す

るPaypal社（本社米国）主催の、欧州における電子決済規制に係る会合に出席。

（２８日付政府公報）

●シュナイダー経産相、２９日にブリュッセルにて、欧州競争担当相理事会に

出席。（２９日付政府公報）

●フリーデン財相、２９日にパリで行われたＯＥＣＤ主催の署名式にて税務行

政執行共助条約に署名。（２９日付政府公報）

●シュナイダー経産相、３０日にパリにてＯＥＣＤ閣僚理事会に出席。（３０

日付政府公報）

●ハンセン高等教育・研究相、３０日にブリュッセルにて、欧州競争担当相理

事会に出席。（３０日付政府公報）

※ 当国政府機関の公表資料や各種報道等の公開情報を取りまとめたもの。


